
北 部 フォッサ ・マ グナ地 域 の軟 体 動 物 群 の

時代的変遷 について

田 中 邦 雄

長 野 県 を 中心 と した 北 部 フ ォ ッサ ・マ グ ナ地 域 の第 三 系 の軟 体 動 物 化 石 の研 究 は,古 くは

横 山又 次 郎(1925),愼 山 次 郎(1927)に よ って研 究 され,黒 田徳 米(1931)に よ り 一 応 ま

とめ られ た が,そ の後,富 沢 憶 雄(1958),管 野 三 郎 ・富 沢 恒雄(1959),秋 山雅 彦(1958a

b,1962),田 中邦 雄(1958,1959a,b,1960a,b,c,d,e,1961,1962a,b),増 田孝 一

郎(1962),野 田浩 司(1966)ら に よ りさ らに 研 究 が 行 な わ れ て い る.

北 部 フ ォ ッサ ・マ グナ の地 域 に は,中 新 世 の 下部 か ら鮮 新 世 ま で の新 第 三 系 が分 布 してお

り,軟 体 動物 を 中心 と した海 生動 物 化 石 が豊 富 に産 出 し,軟 体 動 物 化 石 の変 遷 を考 え る上 で

の好 フ ィー ル ドとな って い る.筆 者 は第 三 系 最 下 位 の守 屋 累 層 か ら最 上 位 の猿 丸 累 層 ま で の

軟 体 動物 化 石 を数 多 く採 集 し,そ の一 部 は既 に 発 表 した.小 文 で は筆 老 の採 集 した 化 石 を 中

心 に して,北 部 フ ォ ッサ ・マ グナ地 域 の軟 体 動 物 群 の時 代 的 な変 遷 の大 要 を述 べ てみ た い.

こ こで 取扱 った標 本 は,連 続 した地 域 か ら採 集 した もの で,大 き な断 層 な どに よ って転 移 し

た り,時 代 の 明確 で な い地 域 の も のは さけ る よ うに した.鑑 定 され た 化 石 は第1表 に 示 す.

1中 新 世 初 期(守 屋 期 ・内村 期)

守屋 累層 ・内村 累 層 は グ リー ン ・タ フ層 準 の もの で,厚 い グ リー ン ・タ フ と海 成 堆 積 物 か

ら構 成 され て い る.守 屋 累 層 は フ ォ ッサ ・マ グナ の第 三 系 と して は特 異 な存 在 で あ る.と い

うの は,い わ ゆ る糸 魚 川一 静 岡線 よ りも西 に位 置 した,す な わ ち 西 南 日本 内 帯地 域 の もの

で あ る こ と と,グ リー ン ・タ フ層 よ りも下 の 層 位 に海 成 の堆 積物 が あ る こ とで あ る.東 北 日

本 や 北 陸 地 域 で は,グ リー ン ・タ フ層 の下 位 は 陸 成 層 な い し淡 水 性 の堆 積 物 が 多 い が,守 屋

累 層 で は グ リー ン ・タ フ層 の 下 位 に海 成 堆 積物 が 堆 積 して い る こ とは,北 部 フ ォ ッサ ・マ グ

ナ 地域 の 大 きな 特 色 の1つ とい え る.し た が って,中 新 世初 期 の軟 体 動物 群 と して は,a)

守 屋 累 層 下 部 の 層 準 で,グ リー ン ・タ フ層 よ りも下 位 の もの と,b)内 村 累 層 中 部 の層 準 で,

グ リー ン ・タ フ層 と 同時 異 相 の も の とに 分 け て 考 え る こ とが で き る.

a)守 屋 累 層 下 部 か らは57種 の軟 体 動 物 化 石 が識 別 され る が,代 表 的 な も のは ん2α4α㍑

初0擁 ツ6η∫ゴ5,Do∫ 漉 α 勉 ガ吻0読Cツoあ 薙α ブ砂0漉6α,T%rプ 惚ZZα6痂0痂 諏 朋5露 な どで,埼

玉 県 秩 父 盆 地 の牛 首 峠 層(菅 野 三 郎1960)と か な り共 通 種 が み られ る.守 屋 累 層 の フ ォー

ナ は 漸 新 世 型 の も の と中 新 世 型 の も のが 混 合 した フ ォー ナで あ る こ とが 大 きな 特 徴 で,中 新

世 型 の フ ォー ナ の方 が 優 勢 で あ り,時 代 的 に は 中新 世 初 期 と考 え る のが 妥 当 で あ ろ う.こ の

ことは 軟 体 動 物 化 石 だ け で は な く,ひ 伽 π∫Zoηg勾『o伽,1瞼 プZ6αcf.α θg観あルZ彪 な ど の阿

仁 合 型 植 物 化 石 を多 産 す る ことか らも うな ず け る事 柄 で あ る.主 な産 地 は,上 伊 那 郡 高 遠 町

片 倉 守 屋 山 中腹 で あ る.
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第1表　北部フォッサ・マグナ地域の軟体動物

1）　Saccella　cf．　uagaoi　（TAKEDA）

Mo． Uch．

2）　yb雌σ5αgg磁7昭YOKOYAMA

3）　A”rfadara　（s．s．）　cZfic］2ibuevasis　IDA

4）　A．　（s．s．）　moriyensis　TANAKA

5）　Crassatellites　”nanus　（ADAMS　＆　REEVC．）

6）　Venericardia　ahagii　KANEHARA

7）　V．　siogamaensis　NOrvl・URA

8）　Pitar　cf．　mai’sumotoi　NAGAO

9）　Caliista　mita．aensis　KANNO

10）　C．　（s．s．）clfinensis　（HOLTEN）

11）　Dosinia　fuiimotoi　KANNO

1．？．）　C．vclina　faPonica　KAMADA

13）　Mercertaria　harosazvai　KANNo

14）　114．　mariyensis　TANAKA

15）　YeneruPis　microsiratori　KANNO

16）　Papliia　hirabayashii　OTuKA

17）　Clementia　moriyensis　TANAKA

18）　！1facoma　cf．　seiugata　（yoKoYAMA）

19）　Solen　gouldi　coNRAD

20）　Aloides　succincta　（yoKoYAMA）

21）　，Periploma　cf．　yofeoyamai　MAKIYAMA

22）　Margarites　eos　｝IIRAYAMA

23）　Turritella　chichibuensis　IDA

24）　Sipn’onelia　cf．　modificata　REEVE

25）　Searlesia　decessor　yOKoYAMA

26）　Nassariz｛s　moriyensis　TANAKA

27）　Neveriia　didyma　BOLTEN

28）　5accella　60吻5σ（HANLEY’）

29）　S．c．　feongiensis　oTuKA

30）　Aec’la　Pictulata　（yoKoyAMA）

一

By．

31）　Yoldia　ensicula　yol〈OYAMA 1 1

Ao． Og． Sg． Sa．
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32）　Anadara　makiyamai　HATAI　＆　NISIYAMA

33）　Siliqua　ryokamiensis　KANNO

34）　Crepidula’　cf．　zyobanica　NoMuRA　＆　NATAI

35）　Neverita　kiritaniana　（yol〈oyAMA）

36）　TroPhonoPsis　maki二yamai　YOKOYAMA

37）Eocylichua　a加bilis（YOKOYAMA）

38）　Callista　btrevisiPhenata　（CARpENTER）

39）　Tectonetica　f’anthoslomoides　KuRODA　＆

　　　　HABE

40）　Nassarius　naleamntrai　KURODA

41）　Cy’lichne　cf．　koxuleensis　OINoMIKADO

42）　Adulomya　uchimuraensis　KuRoDA

43）　Nuculane　cf．　pernula　sadoemsis
　　　　（YOKOYAMA）

44）　Portlandia　cf．肋7魏観θ郷ゴs（N（）MURA
　　　　＆ZエNBO）

45）　Yoldia　laudabilis　（yOKoyAMA）

46）　Y．　cf．　yabei　（yoKOYAMA）

47）　Y．　yamagatanum　NOMURA　＆　zlNBO

48）　Barbatia　cf．　reticulata　（GMELIN）

49）　B．　fusca　CsoLANDER）

50）　Modiolus　ahanudaensis　（KuRODA）

51）　Palliolptm　pecfehami　GABB

52）　Chlamys　kaneharai　（yOKOyAMA）

53）　Monia　cf．　macrochisfma　（DEsHAyES）

54）　Calyptogena　akanudensis　TANAKA

5，5）　Lucinomcx　shimosaensis　HIRAYAMA

56）　L．　otukai　HATAI　＆　NISIYAMA

57）　Lioc），ma　cf．　terrera　（yOKeyAMA）

58）　TraPezium　iaPonionm　（PILSBRy）

59）　Diodora　cf．　yohoyaiuai　koshibensis　oTuKA

60）　Chlorostoma　shinanoensis　TANAKA

61）　Turcica　coreensis　（pEAsE）

62）　Margarites　kurodai　TANAKA

63）　Calyptraea　tubesra　oTuKA

一
一

一dimthmpmmei
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Mo．

64）　C．　cf．　aofeii　HIRAYAMA

65）　C．　leobayashii　TANAKA

66）B％㈱％吻切σ癬KURODA

67）　Concn’ocele　cf．　b2’sectoides　（KuRODA）

68）　C．　cf．　ozawai　（yoKOYAMA）

69）　Portlandia　yotsukurensis　uozuMI

70）　Anadara　tanahai　NODA

71）　Denlalium　yokoyamai　MAKIyAMA

72）　Porllandia　lischkei　sMITH

73）　P．ノ砂。吻。σ（ADAMs＆REEvE）

74）　Glycymeris　cf．　vestitoides　（NOMURA）

75）　Dosinia　ahaishiaua　NoMURA

76）　Serripes　yokoyamai　oTuKA

77）　Macoma　cf．　sectior　OyAMA

78）　Diodora　cf．　yofeoyamai　feoshibensis　oTuKA

79）　Mar．aarites　cf．　kilarula　yoKoyAMA

80）　IVeverita　fissztratus　（KURODA）

81）　Anadara　setoenst’s　（yoKoyAMA）

82）　Lucinonza　acutilireatum　（coNRAD）

83）　2〈lnadara　kurodai　TANAKA

84）　CalyPtraea　tolezfnagai　1－IATAI　＆　NISIYAMA

85）　Macoma　toleyoensis　MAKIYAMA

86）　Dosinia　kaneharai　yoKoyAMA

87）　Laevicardiztm　angustum　（yOKoyAMA）

88）　Portlandia　cf．　watasei　KANEIiARA

89）　Acila　divaricata　（HINDS）

90）　Mya　cuneiformis　（BOHM）

91）　Anisocorbula　venusta　（GouLD）

92）　Conchoeele　nipPonica　（yABE　＆　NOMuRA）

93）　Pitar　nhadana　（yoKoyA）vlA）

94）　Cultellus　otuhai　oGASAWARA　＆　TANAI

Uch． By． Ao． Og． Sg． Sa．
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95）　Nzscula　ain’tana　oTuKA

96）　Acila　submirtthilis　MAKIYAMA

97）　Saccella　omorii　TANAKA

98）　Yoldia　uranoi　uozuMI

99）　Portlandia　aokii　（NoMuRA　＆　zlNBO）

100）　P．yokouchii　TANAKA

101）　Dosinia　chihazenensis　NAGAO

102）　Protothaca　cf．　sahaensis　MAKIyAMA

103）　Cultellzas　tzsoensis　TANAKA

104）　Tectura　cf．　asiniiformis　（yoKoyAMA）

105）　Ocenebra　hamabutensis　TANAKA

106）　NePtunea　eos　（KuRoDA）

107）　N．　Pazrcicostatzas　（KuRoDA）

108）　SiPhoualia　cf．　s－momurai　HATAI

109）　Canceraiia　aleashinensis　TANAKA

110）　x〈［nadara　tazawensis　TANAKA

111）　Macoma　incongrua　（v．　MARTENS）

112）　M．　nipPonica　TOKUNAGA

113）　Peronidia　venulosa　（scHRENcK）

114）　2Vassarius　caelatzss　（A．　ADAMs）

115）　Areptunea　modesta　（KuRODA）

116）　Mercenaria　y－ii2uhai　（KANEHARA）

117）　Dosinia　ovata　KANNo

118）　Glycymeris　le－sueufeii　OINoMmADO

Z19）　Trachycardium　shiobarense　（yoKOYAMA）

120）　Soletelliua　mineensis　yoKoyAMA

121）Pσ吻θ吻。漉αz（A．ADAMS）

122）　Yoldia　notabilis　aidaensis　TANAKA

123）　Glycymeris　crassa　KuRoDA

124）　G．　crassa　ikezawensis　TANAKA

125）　G．幽幽sα舵鋸εピSTANAKA

126）　Felaniella　ztsta　（GouLD）

一

一

．
－
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127）　Astarte　borealis　・（sc・HuMACHER）

128）　Mactra　sulcaiaria－REEvE

129）　Macoma　izurensis・・一く・yoKo’yAMA）

130）　M．　shinanoer6is　TANAKA

131）　Cultellzss　izztmoensis　oTUKA

132）　Solen　tanozawaensis　NoMuRA

133）　S．　cf．　stricta　GouLD

134）　MTargarites　aiyoshiensis　TANAKA

135）　Leucotina　cf．　．cigantea　DUNKER

136）　’Fztsinus　cf．　muricatoides　（yoKoyAMA）

137）　01ivella　spretoides・・yoKoyAMA

138）　Lucina　mochizukii　KURODA

139）　Spisula　voyi　GABB

140）　Easuaticina　festiva　（yoKoyAMA）

141）　Fusitriton　oregonensis　（REDFIELD）

142）　SPiszala・sachalinensis　（SCHRENcK）／

143）　1　Mytilzss　grayanzts・Duyi　KER

14．4）　Serripes　makiyamai　（YOKOYAMA）

145）　Dosinia　7’aPonica　troscheri　LISCHKE

146）　Ggycymeris　mimochiemsis　（yoKoyAMA）

147）　’Buccinum　sinanoense　MAKIyAMA

148）　Volsella　difficilis　kuRODA　＆　1｛ABE

149）　Mercenaria　chit’aniana　（yoKoyAMA）

150）　Pativeopecten　na．aanoensis　MASuDA

151）　Mya　iaponica　JAy

152）　Anadara　amicula　amicblga　yoKoyAMA

153）　Crenella　formicata　YOKOyAMA

154）　Chlamys　・・cosib’　ewsis　cosibensis　（yoKoyAMA）

155）　SwiftoPecten　swifrii　（BERNARDI）

156）　PatinoPectenか二ybli・am　t「フbliz‘m

　　　　（YOKOYAMA＞

157）　PatinoPecten　yamasafeii　yamczsakii
　　　　（YOKOYAMA）

Mo． Uch． By． Ao． Og．

一

Sg．
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158）　Conbhocele’dis］’zuecta　（GABB）

159）　Clinocaダdium　ciliatum（FABRIc正us＞

160）　Papyridea　kuroaai　HATAI　＆　NISIYAMA

161）　Dosinia　angulosa　（pHILIppl）

162）　Saxidomus　PurPuratus　（SowERBY）

163）　Mercenaria　yokoyamai　MAKIyAMA

164）　Spisula　Polynynza　aiczskana　DALL

165）　S．sachalinensis　senmiana　（KuRoDA）

166）　Soletellina　olivacea　（JAY）

167）　Macoma　Praetexta　（v．　MARTENS）

168）　Panclora　pmlchella　（yOKoyAMA）

169）　Solen　cf．　grandis　DUNKER

170）　Haliotis　kamtschathana　koyamtzi
　　　　（MAKIYAMA）

171）　Tugali　gigtzs　（v．　MARTENS）

172）　．Acmaea　sigaramiensis　MAK工YAMA

173）　Turritella　saishuensis　MAKIyAMA

174）　AncistrolePis　fraglis　KuRoDA

Z75）　TrophovaoPsis　sogitarium　（yoKoyAMA）

176）　Tectulla　Pallida　（GouLD）

177）　Microcardia　adamsii　（TRyoN）

178）　Auadara　naganoensis　NoDA

179）　Chlamys　cosibensis　turPicala　（yoKOyAMA）

Z80）　Chlamys　daishakaensis　MASUDA　＆

　　　　SAWADA

181）　Ch．　insolila．（yoKoyAMA）

182）　Ch．　ingeniosa　tankai　AKIyAMA

183）　Ch．　obessa　AKIyAMA

184）　Patinopecten　tryblium　shinshesensis

　　　　AKIYAMA

185）　Clinocardium　shiniiense　（yoKoyAMA）

186）0砂。遡曲り卿卿々ガゴ（YOKOYAMA）

187）　Mercenaria　sigaramiensis　（MAKIYAMA）

188）　Astarte　teshioedasis　YOKOyAMA

189）　Fulvia　mutica　（REEVE）

pt

一

．
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190）　Clinocardinm　californiense　DEsHAyES

191）　Amomia　lischkei　DAuTzENBERG　＆

　　FISCHER
192）　Panomya　simotomensis　oTUKA

193）　Cyclina　orientalis　sowERBy

194）　Clinocardium　fastosum　（yoKoyAMA）

195）　TraPezium　7’aponica　plLSBRY

196）　Corbionla　sahaensis　（MAKIYAMA）

’　197）　Venermpis　minochiensis　（KuRoDA）

198）　Ostrea　gigas　THuNBERG

199）　Coptothyris　grayi　（DAvlDSON）

200）　’　Terebratalia　gondi　（DALL）

201）　T．　koyamai　MAKIYAMA

202）　Linthia　nipPonica　yOSHIwARA

203）　Echinarachnius　naganoensz’s　MoRlsHITA

Mo． Uch． By． Ao． Og． Sg． Sa．

Ib）　グリーン・タフ層と同時異相の関係にある内村累層中部の層準からは砂岩・礫岩の中

から25種の軟体動物化石が識別された．代表的な種類はAnadara　makiyamai　typeとNa－

ssarius　nakamuraiである．後者は内村累層中部から産出しはじめ，小川累層まで産出する．

内村累層の軟体動物群は守屋累層・別所累層との共通種は少ないが，中新世型の軟体動物ぽ

かりであることが大きな特徴である．産地は松本市犬飼新田である．

　　　2　中新世中期　　（別所期・青木期）

　a）別所累層は泥質の堆積物で特徴づけられ，産出する化石は，植物，有孔虫，軟体動物，

魚類，哺乳類（クジラ）などかなり種類が多い．軟体動物化石は62種識別されているが，下

位の守屋累層・内村累層との共通種がごく僅かしかないのに比較して，上位の青木累層とは

約1／3（21種）の共通種がみられる．特徴種としてはAdulomya　uchimuraensis，　Yoldia

4audabilis，　Portlanaia　lischkei，　Mediolus　afeanudaensis，　Palliolum　（Delectopecten）

Peckhami，　Conchocele　nip少onica，　Buccinum　koツamai，　Neverita　fissuratUSなどで，か

なり公海性を帯びたものが多く，深度も深くなってくる．他にChlαmys　feaneharaiなどが

含まれ，時代的には中新世中期を示している．別所累層よりも上位の地層に多いAnαdara

属やDosinia属はごくわずかしか含まれていない．また漸新二型の化石がレリックとして

みつかるのも見のがすことはできない．このほか，本累層には魚鱗化石が多く，18のタイプ

に区別されているが（田中邦雄ほか1966），ニシン科（Clupeidae），ハダカイワシ科（My－

ctophidae）は特に多く，いたるところがら産出している．主な化石産地は四賀村赤怒田，四
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x

賀村矢久である．

　b）青木累層は砂岩や下下互層の堆積物で特徴づけられている．産出する化石は，軟体動

物，腕足類，哺乳類（クジラ，トド，セイウチなど）のほかにウニ，ヒトデなどを産出する．

軟体動物は下位および上位の累層との共通種が多いが，特徴的なことは，この時代から冷水

域のフォーナが少しずつ混じてくることと，別所累層に比べ，やや浅いフォーナが多くなる

ことである．Acila属，　Anadara属，　Ggycymeris属，　Mercenaria属，　Dosiniα属，

Macoma属，　Lucinoma属が優勢で，これらの属は種個体数ともに増加する傾向を示す．

特にDosinia　feaneharai，　Mercenariaツーiixufeai，　Lucinoma　acutilineatum，　Laevic一

αrdium　angerstumなどは著しい例である．興味あることは本累層上部からAmusiopecten

cf．　iitomiensis，　Chlamys（Mimachlamys）cf．　nobiJisなどの南部フtッサeマグナ型の

軟体動物化石を産出することである．この事実をもって直ちに南部フォッサ。マグナと北部

フォッサ・マグナの関係を論ずることはできないが，大変興味のある事柄である．主な産地

は，豊科町小松沢，四賀村麻生，清水沢，明科町釜蓋，池田町八代沢などである．

3　中新世末期　　（小川期）

　青木累層のころから北部フォッサ・マグナの堆積盆地は北北東一南南西方向の中央隆起帯

（ムラサメ帯）によって2分する傾向がみえてくる．この傾向は中新世末期から鮮新世にか

臨けての時代にはさらに顕著となり，隆起帯の東側には陸成の堆積物が堆積し，西側の海も

隆起帯に近い地域と，はなれた地域によって，それぞれ異ったフォーナが出現する．

　小川期の堆積物は，中央隆起帯の近くに分布し，時代的にやや下位の，そして間もなく陸
　　　　　　　　お　み
化の傾向をたどる麻績累層（本間不二男の東筑相にほぼ相当する）と，高府向斜（大姥山向

斜，森下ほか1961）を中心として厚い海成堆積物の発達する小川累層（本間不二男の水内相

にほぼ相当する）に区分される．
　　　お　み
　a）　麻績累層の化石（48種）は下部に多く，Mercenaria　y－iizufeai，　Dosinia　kaneharai，

Lucinoma　acutilineatum，　Laevicardium　ang’ustumなど，下位の青木累層との共通種が多

い．ことにPeronidia　wenulosa，　Astarte　borealis，　Mactra　sulCαtariα，　Spisula　voyei，

Spisula　sachalinensisなどの冷水域のフォーナが増加することが大きな特徴である．特徴

的なものはGlycymeris属でその中でもG．　crassa，　G．　crassa　ifeusakensisは本累層だけ
　　　　　　　　　　　しがらみ
に限られ，また小川累層，柵累層に多いG．rvamasafeiiもはじめて産出しはじめる．他に

はCultellus　ixumoensis，　Clinocaraium論勿ガθπ5θなどもあげられる．

　b）小川累層は層位的には麻績累層よりも全体的に多少上位になるものと思われ．管野・

富沢（1959）の善光寺温泉動物群は本累層の中に含まれる．小川累層の化石は筆者の採集し

た半数・個体数が少ないので，十分なことはいえないが，24種識別され1吻搦鋸gプαッ伽鰐，

SerriPes〃maldyamai，　Eunaticina　festiva，　Dosinia　juPOnica，　GlyCPtmeris　minochiensis，

Buccinum　shinanoense，　X・rolsella　difficigis，　Lucina　mochixukiiなどが産出しはじめる．

これらの多くのものは上位の柵累層との共通種で，寒流系のものが多い特徴をもっている．

しかし，その中に中新世中期の特徴種といわれる暖流系のDosinia　kaneharaiがレリック

的に入っていることも見逃せない．

　小川累層は麻績累層ととも東北地方の北浦階に相当するものと考えられる．
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4鮮新世（魚期・猿丸期）

　鮮新世の北部フォッサ・マグナ地域は海域は水内地域（青木一小川の時代に隆起した中央

隆起帯の西側の地域）にだけ残されるようになり，さらにこれがいくつかの小さな堆積盆に

細分化される．このような細分化された堆積盆地に堆積したのが柵累層で，柵凝灰角礫岩と

よばれる火砕岩類とやや粗粒な砂岩・礫岩などによって特徴づけられる．

　a）柵累層は北部フォッサ・マグナ地域では半数・個体数ともにもつとも多くの軟体動物

化石を産出する地層である．と同時に，その組合せは中新世型と鮮新世型の軟体動物の混合

した特異のフォーナを作っている．また，軟体動物はやや寒冷な水域のものが多く，生息深

度も浅海帯のものが多い特微がみられる．この動物群の特徴としては多くのPectinidae，

Turritella　saishzeensis，　Mercenaria　shigaramiensis，．IYagiotis　feamtschatflana　feoツα・mai

などの出現と，　Anadara　amicula，　Mya知ρo厩。α，　Yolse99a　difficilis，　Gl：ycymeris

minochiensis，　Pαπoρのαρoηゴ。αなどの急激な増加がみられることである．　Pecti　nidaeは

PatinoPceten　trybgium　trツblium，　P．　tryblium　shinshuensis，　P．　yαmαsaflii，　P．　naga－

noensis，　Chlamys　ingeniosa　tanaflai，　Ch．　obeSSα，　Ch．　insolita，　Ch．　daishakaensis，

Ch．　cosibensis，　Ch．　cosibensis　tesrpicuZa，　SwiftoPecten　swiftiiなどが含まれている．

柵累層の化石動物群には富沢（1958）の下楡木化石動物群が含まれ，これは大塚弥之助（1941）

の大桑一万願寺動物群にほぼ相当する．

　本累層の中央隆起帯（ムラサメ帯）に近い地域では，麻績累層末期から上昇する傾向がみ
　　　　　　　　　　　　　　　ヨられ，Corbicul・a，　Anodonta，　Unio，　Ci．Pangρpaludinaなどの淡水性の軟体動物化石を産

出している．

　b）猿丸累層は化石の産出が大変少ない（10種）．主なものはMッαゴ砂。窺6α，TraPezium

japonicztm，　Cyclina　orientalis，　Corbiczsla　sαflaensis，　Venerupis　minochiensisなどであ

る．これらは柵期に栄えたものの残りと，新しいものは汽水性のものが多くなってくる．

ま　と　め

　以上を要約すると，

　1　軟体動物群の構成の移り変りをみると，最下位の守屋累層では，蝉吟，中新型フォー

ナの回り合ったものであるが，内村・別所・青木・小川の各累層では完全な中新世型のもの

ばかりとなり，．時々古い型がレリック的にみられるだけである．柵累層では中新世型・鮮新

世型の両者の混合した特異のフォーナを作っている．

　2　貝類化石から考察すると，北部フォッサeマグナの海は，中新世の初期には一部に内

湾的な要素もみられ浅い海であったが，中陣こは公海性となり，深さも増す．中期の終り頃

から全体的に隆起する傾向を示し，特に中央隆起帯では隆起量がいちじるしく，後期（／」畷D

には完全に東西に分離する。西側の海はいくつかの堆積盆地に分化しながら浅海性の柵の海

となり，やがては陸化の傾向をたどっている．

　また，化石の組合わせからみると，中新世後期の小川累層の時代から冷水域のフォーナが

多くなり，柵累層は完全な冷水性のフォーナと移り変る．
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Summary

On the Historical Change of the Molluscan Fauna of the

Northern Fossa Magna

Kunio TANAKA

 1. Judging from the historical change of the Molluscan Fauna, in the lowest 

 Moriya Formation the mixed Fauna of both Oligocene and  Miocene is seen, but 

 in the each Formation of Uchimura, Bessho, Aoki and Ogawa only the complete 

 Miocene type remains and sometimes the old type is observed as relic. In the 

 Shigarami Formation the special Fauna is made of the mixture of both Miocene 

 and Pliocene type. 

2. Judging from the Molluscan Fauna, in the early Miocene the sea of the Nor-

 thern Fossa Magna had the elements of the bay and was shallow, but in the 

 Middle Miocene it became the open sea, and the depth of it increased. From 

 the end of the Middle Miocene it showed a tendency to rise, especially in the 

 Central Uplift Zone the rising quantity was very large. And in the upper Mio-

 cene it was separated into east and west side. The west side sea was divided 

 into several sedimentary basins, became the sea of shallow Shigarami and showed 

 gradually a tendency to change into the land.


